
去
る
11
月
11
日
米
原
市
商
工

会
と
市
議
会
議
員
と
の
意
見
交

換
会
が
開
催
さ
れ
。
そ
の
席
上
、

会
員
の
方
か
ら
米
原
駅
周
辺
の

住
宅
を
増
や
し
若
い
人
を
呼
び

込
ん
で
ほ
し
い
。
こ
の
ま
ま
で

は
ま
ち
の
発
展
は
望
め
な
い
と

の
意
見
が
で
た
。
長
期
的
展
望

に
立
っ
て
の
住
宅
政
策
を
問
う
。

Ｑ
、
現
在
、
米
原
駅
周
辺
で
宅

地
開
発
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

Ａ
、
米
原
駅
周
辺
地
域
は
、
商

業
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
な
ど
都
市

機
能
の
集
積
と
宅
地
化
を
促
進

す
る
市
街
化
区
域
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
米
原
駅
西
口
周
辺

を
、
居
住
環
境
の
向
上
や
宅
地

化
を
促
進
す
る
住
居
系
市
街
地

の
区
域
に
位
置
づ
け
、
東
口
周

辺
で
は
、
現
在
、
東
口
ま
ち
づ

く
り
構
想
を
基
に
、
民
間
に
よ

る
住
宅
開
発
の
検
討
が
行
わ
れ

て
い
る
。

Ｑ
、
民
間
活
力
に
よ
る
開
発
計

画
は
あ
る
の
か
。

Ａ
、
米
原
駅
周
辺
の
開
発
に
つ

い
て
は
、
共
同
住
宅
等
の
新
築

や
建
て
替
え
が
中
心
と
な
っ
て

お
り
、
現
在
、
大
き
な
民
間
開

発
と
し
て
は
、
中
多
良
に
お
い

て
、
21
区
画
の
宅
地
が
分
譲
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
、
東
口
ま
ち

づ
く
り
構
想
で
も
、
民
間
に
よ

る
住
宅
開
発
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。

Ｑ
、
企
業
誘
致
し
て
も
、
多
く

の
人
を
使
う
企
業
は
望
め
な
い
。

通
勤
の
利
便
性
を
活
か
し
、
住

宅
開
発
が
望
ま
し
い
。
住
宅
開

発
が
す
す
ま
な
い
原
因
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

Ａ
、
米
原
駅
の
西
側
は
優
良
農

地
が
広
が
っ
て
お
り
、
農
地
法

の
規
制
が
か
か
る
。
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
っ
た
が
、

長
期
的
展
望
に
立
っ
て
更
な
る

条
件
緩
和
を
求
め
て
い
き
た
い

Ｑ
、
新
幹
線
駅
が
止
ま
る
米
原

駅
が
米
原
市
の
中
心
と
考
え
る

が
、
そ
こ
に
人
口
が
集
ま
る
定

住
者
施
策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

Ａ
、
市
で
は
、
米
原
駅
を
中
心

と
し
た
都
市
拠
点
を
形
成
す
る

た
め
、
都
市
基
盤
の
整
備
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
定
住
促
進

や
将
来
人
口
に
対
応
し
た
適
正

な
規
模
の
市
街
地
の
形
成
を
目

指
す
し
て
い
る
。
米
原
認
定
こ

ど
も
園
の
整
備
な
ど
子
育
て
環

境
の
充
実
、
民
間
に
よ
る
住
宅

開
発
や
空
き
家
の
活
用
で
若
者

世
帯
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
の
移

住
定
住
を
促
進
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ
、
若
い
世
代
の
定
住
施
策
に

つ
な
が
る
産
婦
人
科
等
の
医
療

機
関
が
身
近
に
必
要
だ
が
。

Ａ
、
こ
れ
ま
で
か
ら
進
め
て
お

り
ま
す
市
全
体
で
の
子
育
て
・

子
育
ち
支
援
や
米
原
駅
周
辺
の

子
育
て
環
境
の
整
備
な
ど
を
進

め
る
こ
と
に
よ
り
、
若
い
方
々

の
世
帯
等
の
移
住
・
定
住
が
促

進
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

人
々
が
集
ま
る
地
域
が
で
き
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
民
間
の
医
療

機
関
や
商
業
施
設
も
進
出
し
て

も
ら
え
る
で
は
な
い
か
と
期
待

し
て
い
る
。

第553号 米原市民報 2016年12月18日

http://www.jcp-maibarashigidan.com

米 原 市 民 報
日本共産党米原市議団
清水隆徳℡52-1969
藤田正雄℡55-1128
太田幸代℡54-2286

雑
感
オ
ス
プ
レ
イ
が
沖
縄
の
海
に
落
ち
た
。
全
世
界
で
、
事
故
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
は
み
ん
な
が
知
っ

て
お
り
、
不
安
が
的
中
し
た
。
し
か
し
驚
い
た
こ
と
に
、
多
く
の
報
道
は
オ
ス
プ
レ
イ
の
「
不
時
着
」
「
着
水
」

と
報
道
し
て
い
た
。
政
府
も
「
不
時
着
」
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
主
張
を
そ
の
ま
ま
繰
り
返
し
て
い
た
。
あ
の
現

場
を
見
れ
ば
「
墜
落
」
で
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
。
こ
の
よ
う
に
し
て
政
府
や
報
道
が
国
民
を
だ
ま
す
手
法
を

垣
間
見
た
。
今
ア
メ
リ
カ
の
オ
ス
プ
レ
イ
が
日
本
の
空
を
我
が
物
顔
に
飛
ん
で
い
る
。
日
本
の
自
衛
隊
も
オ
ス

プ
レ
イ
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
国
民
の
生
活
を
不
安
に
す
る
、
こ
ん
な
も
の
本
当
に
い
ら
な
い
。

米原駅周辺の宅地開発について問う
12
月
6
日
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
日
本
共
産
党
議
員
団
の
2
番
目
に
清
水
議
員
が
質
問
に
立

ち
ま
し
た
。
一
般
質
問
の
概
要
と
答
弁
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

駅
周
辺
で
住
宅

を
増
や
す
施
策
を

12月定例会・清水議員の一般質問

企
業
誘
致
よ
り

通
勤
定
住
者
を
増
や
せ

若
い
世
代
が
住
む
た
め

に
は
医
療
機
関
が
必
要

12
月
14
日
夢
ホ
ー
ル
で
「米

原
市
内
乗
合
タ
ク
シ
ー
利
用

制
度
の
改
善
を
求
め
る
会
」

（代
表
・亀
田
友
子
・三
吉
自

治
会
長
）
結
成
集
会
が
行
わ

れ
発
表
さ
れ
た
ア
ピ
ー
ル
の
抜

粋米
原
市
内
の
公
共
交
通
は
湖
国

バ
ス
６
路
線
と
「
デ
マ
ン
ド
方

式
」
と
呼
ば
れ
る
完
全
予
約
制

の
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
ま
い
ち
ゃ

ん
号
」
と
「
カ
モ
ン
号
」
が
運

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ま
い
ち
ゃ
ん
号
」
は
近
江

地
区
と
醒
井
・
息
郷
地
域
を
除

く
米
原
地
域
を
運
行
し
、
「
カ

モ
ン
号
」
は
山
東
伊
吹
の
伊
吹

北
部
を
除
い
て
運
行
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
運
行
さ
れ
て

い
な
い
地
域
で
は
多
く
の
困
難

を
か
か
え
、
市
内
す
べ
て
の
地

域
で
市
民
の
交
通
確
保
が
切
実

な
要
望
で
あ
る
こ
と
や
現
行
制

度
で
も
長
浜
市
内
の
病
院
ま
で

乗
り
入
れ
て
欲
し
い
と
い
う
要

望
も
多
く
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

要
望
事
項
が
実
現
で
き
る
よ

う
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い
く
こ

と
を
決
意
し
て
結
成
ア
ピ
ー
ル

と
し
ま
す
。


